
日時 2025年8月16日（土） 16:00 ～19:30

場所 吉野川市鴨島町　中央通り

主催 　 　

参加者 合計　53人

53人 所属別：日本語教室受講生18、阿波日本語10、その他14、YIA11

踊り開催の
経過

概要

行程

・夕方４時に吉野川市文化研修センターに集合し、YIAスタッフに手伝ってもらって踊り衣装に着替え
・岡田さんの指導で稽古。今回が初めて体験する実習生がほとんどでしたが、約20分間の稽古でなんと
かさまになりました。
・集合写真撮影、水分補給後、駅前中央通りに移動
・17:30に中央通り南側をスタートし、駅前まで約15分間の踊り
・駅前で水分補給して、18:30からは、市役所連、にわか連、まちかどコンサート連などと合同で2回目の
踊りを楽しみました。
・19時ころに文化研修センターに戻り、着替えをして19時半ころに解散

2025.8.162025年度阿波踊り･報告

今年の阿波踊りも踊り実行委員会が主催し、８月16日の一夜のみ「鴨島阿波おどり」が開催さ
れました。
今年は、市制20周年記念として制作された映画「道草キッチン」が11月に一般公開されることを
PRする目的もあります。

一夜限りのかもじま阿波踊り実行委員会

 

8月16日は、吉野川市国際交流連は市役所連と合同で参加することになりました。合同
連には、FC徳島のメンバーも参加し、総勢約100名でYIAからは53人が参加しました。外
国人実習生や特定技能の参加者が18人、阿波日本語教室のインドネシア出身者が8人、
三味線の鳴り物が8人、YIA理事などが25人でした。インドネシア、ベトナム、ミャン
マー、カンボジア出身の若い男女が参加し、踊るのは初めてとは思えないほど華やかで
清潔感のある踊りを披露してくれました。
市役所連には、原井市長、岡田副市長、教育長の皆さんも参加し、阿波踊りを楽しみま
した。
中央通りに多くの見物客が集まり、踊りを応援してくれました。
20時ころからは、徳島市内から阿呆連、阿波扇連などの有名連が参加し、最後には総踊
りが披露されました。

国別：インドネシア13、ベトナム6、カンボジア6、ミャンマ―4、日本24







収入 参加費収入 8月16日 　 円

支出 文化研修センター使用料 8月16日 　 円
三味線グループ浴衣クリーニング代 8月16日 8,000 円

飲み物(萩森購入分） 8月16日 1,742 円
氷(萩森購入分） 8月16日 836 円

飲み物（瀬尾会長購入分） 8月16日 円
法被等クリーニング代 2025/8/ 　 円

　　　　　　　　　　合計　　　　　 10,578 円


